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 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

 JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

 写真資料について 

このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい 

開催地域の様子 ボルボオーシャンヨットレースの最終ゴール地点ということもあり、街中にレースの看板などがありました

が、基本的に観光地ではないからか、住宅街という感じでした。 

宿泊場所 選手と同じ宿舎を個人手配しました。 

大会のサポーターへ

の対応は 

選手やコーチと区別されるようなことはありませんでした。 

どちらかというと、英語を話せないからなのか、日本人にはみなさん親切でした。 

選手たちのコンディシ

ョンいつもとどうでした

か？ 

日本での全日本などの大会時と特に変わりはないように感じましたが、朝は 8 時にハーバーへのバスが

出るのに、日が暮れるのが22時過ぎで活動時間がとても長いのと、日差しがとても強いけれど、風は冷た

くて睡眠を長くとるようにしていました。 

 

サポーターとして気を

つけたことは？ 

なるべく日本の大会参加時と変わらない対応（いつも通り）を心がけました。 

海外の選手を見て感じ

たことは？ 

背が高い子が多かったです。 

とってもフレンドリーだと思いました。 



日本の選手を見て感じ

たことは？ 

 

4人ともマイペースだな！と思いました。 

このマイペースな感じが良かったと思います。 

Spare dayの過ごし方

は？ 

Spare Day はありませんでしたが、少し時間が取れた日があったので、ボルボオーシャンの会場に行き

ました。 

日本チームとして 

の課題はありましたか 

今回の4人はとても仲が良いわけでもなく、仲が悪いわけでもなく、本当にマイペースの4人で 

ヨットに関しても個人が確立されていて、母の私から見たら特に課題はないと思いました。 

 

ＪＯＤＡへの要望 今回の宿舎は周囲に何もなく、交通の便も悪かったので、こんな環境の大会時はレンタカーを使用を許可し

てもらえると良いと思いました。 

その他  

  

  

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


